
2025年１月７日

安田小学校図書館

『道成寺 大蛇になった乙女』
片山清司/文 白石皓大/絵 BL出版

『虹いろ図書館のへびおとこ』
櫻井とりお/著 河出書房新社

アキンボはアフリカにすむ
生き物が大好きな男の子。
今回はおじさんが働く町の
ヘビ園でかつやくする話で
す。ヘビ園には人を殺すほ
どの毒を持ったヘビもいま
すが、アキンボはたくさん勉
強してエサやりや毒しぼり
も大人顔まけにこなします。
そして、なんとヘビ狩りの助
手までもつとめることになっ
たのです！

1月号

図書館だより図書館だより

保護者の皆様へ≪本の返却について≫

「三、だれにもなんにもい
わない。」クラスで突然いじ
められるようになった転校
生のほのかが転がりこんだ
のは町の図書館だった。い
つ来てもいいし、何もしなく
てもいい。顔が半分緑色の
「へびおとこ」イヌガミさん
がいる図書館で、６年生の
ほのかが自分の居場所を
みつける物語。

タコスや死者の日で有名な
メキシコの国旗にはある伝
説に基づいてヘビが描かれ
ています。
本は世界の国の子どもたち
の暮らしを紹介するシリーズ
です。住人の99％がおりも
の関係の仕事をしている小
さな町で、のびのびとくらす
女の子リセットの毎日をの
ぞいてみましょう。

『ハブの棲む島
 伝説のハブ捕り名人と奄美の森の物語』
西野嘉憲/著 ポプラ社

『ヘビのひみつ』
内山りゅう/著・写真 ポプラ社

１年生にもわかりやすい
言葉と写真で日本にすむ
何種類かのヘビの生活
を紹介した本。およいだり、
魚をつかまえたりするす
がたにもおどろかされま
すが、アオダイショウがニ
ワトリの卵を丸のみする
場面では、あまりにやわら
かいヘビの体の不思議さ
に息をのんでしまいます。

冬休み前の保護者貸出では、２日間で250冊を超す貸し出しがありました。また、多

くの保護者の方と、読書の方向性やおすすめの本について話をすることができました。

家庭で読書教育に心を砕いてくださっていること、あらためて感謝申し上げます。

本の返却は１月１４日（火） です。お子様を通してご返却ください。

好きになった人に裏切ら
れた姫が蛇になるという、
恐ろしくも美しい安珍清姫
伝説。お寺の鐘に巻きつい
た蛇が、鐘の中にかくれた
人を焼きころすという話は
有名です。その伝説を下じ
きとした能「道成寺」が読
みやすい絵本の形になりま
した。ここから興味を広げ
てほしい１さつ。

鹿児島県の南にうかぶ奄
美諸島。ここにはハブとい
う大きな毒ヘビがすんで
います。この島で、薬や研
究に役立てるためにハブ
をつかまえてきたハブとり
名人の南さんに取材をし
て書かれたのがこの本で
す。南さんの言葉からは、
奄美の森とそこにくらす生
き物への愛がひしひしと
伝わってきます。

『世界のともだち
メキシコ 織物の町の少女リセット』
長倉洋海/写真・文 偕成社

『アキンボと毒ヘビ』
A・マコール・スミス/作 もりうちすみこ/訳
広野多珂子/絵 文研出版※自分でヘビのおりがみをおりたい人

は、図書館でいっしょにつくりましょう。

おりがみをもってきてください。

干支（えと）の本
今年の干支（えと）はヘビ。ふしぎなすがたを、神や魔物になぞ
らえられてきた生き物です。

あけましておめでとうございます。

みなさん冬休みのあいだに、たくさん

本をよんで「おもしろいな」「すきだな」と

おもえる本にであうことができました

か？

まだまださむい日がつづきます。休み

時間は図書館にきて本をよんだり、

のんびりしたり、自分の

時間を楽しんで

くださいね。

朝と放課後も本を借りられます

３月までの期間限定ではありますが、５・６

年生はセルフ貸出を使って朝（８：00～8：

20）とそうじの時間も本をかりることがで

きます。休み時間になかなか図書館に来る

ことができない人は使ってみてください。
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